
タバコの粒子の直径は０．０１～０．００１μm という大変小さいことを紹介しましたね。私たちの身の

回りには、他にも小さい粒子の物質が大気中を漂っています。じつは、そんな大気中に漂う小さな粒

子に名前がついていることを知っているでしょうか。その名は“PM2.5”と言います。 

大気中に浮遊している直

径２．５μm 以下の粒子の事

を“PM2.5”と呼んでいるので、

直径０．０１μmのタバコの粒

子も PM2.5 に含まれている

わけです。これほど小さい粒

子は、人体の奥まで入り込

みやすく肺や気管支にまで

到達し沈着してしまいます。

PM2.5 の多くは工場や自動

車が排出するガスなどから

発生するとされていますが、

大気中のPM2.5の濃度が高

くなると危険なのです。 

 

左上にあるように、その濃

度が６６μｇ/m3を超えると危

険レベルとなっています。 

 

ところが、左下を見てくだ

さい。喫煙室や喫煙可能な

居酒屋のＰＭ２.5 の濃度は、

危険レベルの１０倍もある７

００μｇ/m3になっています。 

 

いかがでしょうか。タバコ

の煙が充満している場所は、

排ガスなどで大気が汚染さ

れている場所よりはるかに

危険なのです。こんな事実

も知っておいてください。 

 

産業デザイン科 奥田 恭久 

第１２話 

話 

Serial number 443333 

日本禁煙学会 
「受動喫煙ファクトシート」から 


